
         第 ２４期  自  平 成 １６年 ４月  １日  
至  平 成 １７年 ３月 ３１日   営 業 報 告 書  

１． 営 業 の概 況  

営 業 の経 過 及 び成 果 等   

平成１６年度の当社を取り巻く環境は、沿線人口の減少、少子高齢化の進展等、依然と

して厳しい状況にありましたが、沿線の方々の日常生活を支える地域の生活路線として、

そして三陸海岸を縦断する観光路線として、安全で安定した輸送を目指し全社を挙げて

取り組んでまいりました。また、平成１６年３月に策定した経営改善計画の初年度に当る重

要な年に当っており、社員一丸となってこの計画を推進してまいりました。 

４月１日には、開業２０周年を記念し、これまで沿線環境の美化等にご協力下さった

方々へ感謝状を贈呈したほか、イベント列車として「三陸鉄道開業２０周年記念号」を運行

しました。また、宮古市（４月）、八戸市（７月）等で開業２０周年記念写真展を開催し、改め

て三陸鉄道を PR しました。 

企 画 列 車 として、「春 の三 陸 鉄 道 の旅 ・お座 敷 列 車 さんりくしおかぜ」、「リア

ス・シーライナー」、「がんばれ釜 石 シーウェイブＲＦＣ号 」等 を、イベント列 車 として、

「潮 干 狩 り列 車 」、「納 涼 親 子 花 火 列 車 」、「ミステリー十 五 夜 列 車 」、「鮭 ･酒 列

車 」、「初 詣 号 」、等 を運 行 するとともに、沿線地域で「三 鉄 健 康 ウォーキング」、「ミ

ッドナイトウォーキング真 崎 トンネル」、「三 鉄 祭 」、「ファンクラブの集 い」、「氷 渡

洞 探 検 会 」等 のイベントを開 催 し、増 収 に努 めました。 

この中 で、今 年 で８回 目 となり三 陸 の夏 の風 物 詩 として定 着 した「リアス・シー

ライナー」は、岩 手 県 及 び沿 線 市 町 村 のご協 力 を頂 き、事 前 に東 京 、仙 台 、八

戸 方 面 へＰＲキャラバンを展 開 するとともに、沿 線 地 域 の観 光 ・歓 迎 メニューを充

実 して頂 いた結 果 、好 天 にも恵 まれ、昨 年 を上 回 る好 調 な利 用 となりました。 

観光客誘致に向け、４月と１１月には、東京、大阪、名古屋で大手業者を中心にエージ
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ェントセールス等を実施しました。また、１１月には、地元利用の促進を図るため沿線の小

中学校及び高等学校に教育利用セールスを実施し誘客に努めました。 

県外エージェント主催による三陸鉄道を利用する団体客は、近年、順調に伸びてまいり

ましたが、平成１６年度も対前年比１３９．４％の４１，２３５人と好調な利用となりました。 

経営改善計画に基づく鉄道事業のスリム化の一環として、１０月１日から宮古駅業務を

見直し、駅売店との一体化を図りました。また、６月には釜石駅、宮古駅の誘導信号機の

改良工事が完成し、使用を開始しました。 

地元利用が年々減少しているなか、１月３０日には、宮 古 市 で岩 手 県 三 陸 鉄 道 強

化 促 進 協 議 会 との共 催 により、「マイレール三 鉄 ・沿 線 地 域 ３０万 人 運 動 」シン

ポジウムを開 催 しました。岩 手 県 及 び沿 線 市 町 村 のご協 力 もあり、県 内 外 から

約 ３百 名 の方 々のご参 加 を頂 き、地 元 利 用 の促 進 について活 発 な意 見 交 換 が

行 われました。これを契 機 に、沿 線 の方 々のご支 援 を頂 きながら地 元 利 用 の促

進 ・増 加 に積 極 的 に取 り組 んでまいります。 

２月 ２５日 には、岩 手 県 のご配 慮 を頂 き、製 作 を進 めてきた新 レトロ調 車 両 「さ

んりくしおさい」が完 成 し、走 行 試 験 、乗 務 員 の訓 練 等 を経 て、３月 １３日 から営

業 運 転 に入 りました。今 後 、地 元 団 体 の利 用 促 進 及 び観 光 客 誘 致 等 に向 け積

極 的 にＰＲを進 めてまいります。 

平成１６年度は、地元の方々の利用を中心とした一般利用客は昨年に引き続き低迷し

ましたが、県外エージェント主催による三陸鉄道を利用した団体客が大幅に増加したこと

等から乗車人員は１，０７０千人（対前年比１００．４％）、旅客運輸収入は３９２，６０４千円

（消費税込み 対前年比１００．４％）となり、乗車人員及び旅客運輸収入は平成２年度以

来、１４年振りに前年度を上回りました。 

 

鉄道事業、関連事業全体では、業務の見直しや効率化による経費の節減に努め、営業
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費は対前年比９８．８％の５５９，９９３千円、これに固定資産税を加えた経常支出は前年度

より８，７５１千円減の５８２，５８４千円（対前年比９８．５％）となりました。 

営業収益は、関連事業が旅行業の海外団体の落ち込み等もあり対前年比９４．３％とな

りましたが、旅客運輸収入が１４年振りに前年度を上回ったこと等から鉄道事業が対前年

比１００．８％となり、全体では対前年比１００．２％の４４３，３５２千円、これに営業外収益を

加えた経常収益は前年度より４９８千円増の４６４，７８５千円（対前年比１００．１％）となり、

経常損失は前年度より９，２４９千円減の１１７，７９９千円となりました。経常損失が前年度

を下回ったのは、平成 11 年度以来、５年振りとなりました。 

なお、前年度経常損失額１２７，０４８千円に相当する額について岩手県から運営費補

助金として交付していただいており、その他の特別損益等を加味すると、当期利益は１４，

９５８千円となりました。 

平成１７年度におきましても、三陸沿岸地域の公共交通機関としての使命を果たしてい

くため、安全輸送とサービスの改善になお一層努めるとともに、岩手県をはじめ沿線市町

村のご支援をいただきながら、経営の安定化に向けて努力してまいります。  
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２．会社の概況 
 

(１) 主要な事業内容 
ア．鉄道事業法による旅客運輸並びにこれに関連する事業 
イ．旅行業法による第 2 種旅行業 
ウ．損害保険代理店業 
エ．物品販売業 

 
(２) 事業所 

本  社    盛岡市内丸 10 番 1 号 

事務所    宮古総合鉄道事務所 
   宮古市栄町４番地 

  久慈鉄道事務所 
   久慈市川崎町 10 番 20 号 

  大船渡鉄道事務所 
   大船渡市盛町馬場 4 番４号 

駅   有 人   4 駅    久慈・宮古・釜石・盛 

     無 人  ２１駅    陸中宇部・陸中野田・野田玉川・堀内・白井海岸・ 
                   普代・田野畑・島越・小本・摂待・田老・佐羽根 
                   一の渡・平田・唐丹・吉浜・三陸・甫嶺・小石浜 
                   綾里・陸前赤崎 
営業所及び店舗 

三 鉄 ツ ー リ ス ト （ 旅 行 業 ） 宮古駅内、久慈駅内 
リ アスボッ クス （物 品 販 売 業 ） 宮古駅内 

 
（参 考） 

町村立等の観光センター     陸中野田・普代・田野畑・島越・小本・ 
設置箇所                田老・三陸・綾里の８駅 
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（３）株式の状況  
 
ア．発行する株式の総数              １００，０００株 
イ．発 行 済 株 式 総 数                            ３０，０００株 
ウ．当 期 末 株 主 数                                 ５７名 

 
 

主 な 株 主 名 所  有  株  式  数 
（ 持  株  比  率 ） 当社の当該株主への出資状況 

 

岩 手 県 

㈱ 岩 手 銀 行 

大 船 渡 市 

新 日 本 製 鐵 ㈱ 

東 北 電 力 ㈱ 

宮 古 市 

久 慈 市 

釜 石 市 

 

 

  １４，４００株( ４８．０％)

   １，２００株(  ４．０％)

   １，１５０株(  ３．８％)

   １，０００株(  ３．３％)

   １，０００株(  ３．３％)

     ６５０株(  ２．２％)

     ６５０株(  ２．２％)

     ６５０株(  ２．２％)

               

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

                      ０ 

 
 
（４）従業員の状況 
 

区 分 従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数 

男 性     ６６名 ４名減 ４１．６才 １６年１０ヶ月 

女 性      ３名 － ３２．６才 ９年 ９ヶ月 

計     ６９名 ４名減 ４１．１才 １６年 ６ヶ月 

（注）この外に、臨時雇用社員が１４名おります。 
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(５)営業成績及び財産の状況の推移

区     分
１４年度 １５年度 １６年度

(第２２期） (第２３期） (第２４期）

営 業 収 入 462,442千円 442,309千円 443,352千円

当 期 利 益 14,957千円

当 期 損 失 35,503千円 22,382千円

１ 株 当 り 当 期 利 益 498円

１ 株 当 り 当 期 損 失 1,183円 746円

資 産 合 計 359,363千円 334,714千円 458,101千円

資 本 合 計 219,210千円 196,828千円 211,786千円
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(６)取締役及び監査役

(平成１７年３月３１日現在）

氏            名 会社における地位 兼   務   の   状   況

増     田       寛     也 取 締 役 会 長 岩 手 県 知 事

熊     坂       義     裕 取 締 役 副 会 長 宮 古 市 長

甘     竹       勝     郎 取 締 役 副 会 長 大 船 渡 市 長

山     内       隆     文 取 締 役 副 会 長 久 慈 市 長

小     沢       和     夫 取 締 役 副 会 長 釜 石 市 長

竹     澤       久     嗣 代 表 取 締 役 社 長

山     口       一     彦 代 表 取 締 役 常 務

谷     藤       裕     明 取 締 役 盛 岡 市 長

野     中       良     一 取 締 役 田 老 町 長

伊     達       勝     身 取 締 役 岩 泉 町 長

上      机       莞     治 取 締 役 田 野 畑 村 長

深       渡              宏 取 締 役 普 代 村 長

金      澤      勘 兵 衞 取 締 役 岩手県漁業協同組合連合会  代表理事会長

竹     内       重     德 取 締 役 岩 手 県 副 知 事

山     口       和     彦 取 締 役 岩手県地域振興部長

永      野       勝     美 監 査 役 ㈱ 岩 手 銀 行       代表取締役頭取

佐      藤       安     紀 監 査 役 ㈱ 北 日 本 銀 行       代表取締役頭取

(注）当営業年度中に、中川正勝氏、徳本耕造氏が取締役を退任しております。
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